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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年7月19日(2012.7.19)

【公開番号】特開2011-133388(P2011-133388A)
【公開日】平成23年7月7日(2011.7.7)
【年通号数】公開・登録公報2011-027
【出願番号】特願2009-293979(P2009-293979)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/17    ６２０　
   Ａ６１Ｂ   3/10    　　　Ｒ
   Ａ６１Ｂ   3/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月31日(2012.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源からの光を信号光と参照光とに分割し、被測定物体を経由した前記信号光と参照光
路を経由した参照光とを重畳させて干渉光を生成する干渉計と、
　前記生成された干渉光を導光する導光手段と、
　前記導光手段の出射端から出射した干渉光を分光する分光手段と、
　前記分光された干渉光を受光して信号を出力する受光手段と、
　前記出力された信号に基づいて前記受光手段による干渉光の受光量を特定する特定手段
と、
　前記出射端と前記受光手段の受光面との相対位置を変更する第１の変更手段と、
　前記受光手段に照射される干渉光の光量を変更するための第２の変更手段と、
　前記特定された受光量に基づき前記第１の変更手段及び前記第２の変更手段を制御して
、前記受光手段による前記干渉光の受光量を目標値に導く制御手段と、
　前記受光量が目標値に導かれた後に、前記受光手段による干渉光の受光結果に基づいて
前記被測定物体の画像を形成する画像形成手段と、
　を備えることを特徴とする光画像計測装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記特定手段により特定された受光量に基づき前記第１の変更手段を
制御し、前記受光量を増加させるように前記相対位置を変更する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の光画像計測装置。
【請求項３】
　前記受光手段は、１次元的に配列された複数の受光素子を有するラインセンサであり、
　前記第１の変更手段は、前記複数の受光素子の配列方向に交差する方向に前記出射端及
び／又は前記受光手段を移動させることにより前記相対位置を変更する、
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の光画像計測装置。
【請求項４】
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　前記第２の変更手段は、
　前記光源からの光、前記信号光、前記参照光及び／又は前記干渉光の断面の一部を遮蔽
する遮蔽部材と、
　前記遮蔽部材を移動させる駆動手段と、
　を含み、
　前記制御手段は、前記特定手段により特定された受光量に基づき前記駆動手段を制御し
、前記遮蔽部材を移動させて前記断面における遮蔽領域を変更する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の光画像計測装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、
　前記特定手段により逐次に特定される受光量を参照しつつ前記第１の変更手段及び前記
第２の変更手段を制御して、少なくとも所定範囲の上限値まで受光量を増加させるように
前記相対位置を変更する第１の動作と、少なくとも前記所定範囲の下限値まで受光量を減
少させるように前記光量を変更する第２の動作とを交互に実施させ、
　前記第１の動作における前記相対位置の変更に対応して前記特定される受光量が減少し
たときに、前記相対位置を当該変更の直前の状態に変更する第３の動作を前記第１の変更
手段に実施させ、
　更に、前記光量を変更して前記受光量を前記目標値に導く第４の動作を前記第２の変更
手段に実施させる、
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の光画像計測装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記第１の動作において、前記第１の変更手段に前記相対位置を所定
の向きに所定距離だけ変更させる動作と、前記特定手段に受光量を特定させる動作とを、
前記上限値以上の受光量が前記特定手段により特定されるまで交互に実施させる、
　ことを特徴とする請求項５に記載の光画像計測装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第２の動作において、前記第２の変更手段に前記光量を所定量だ
け減少させる動作と、前記特定手段に受光量を特定させる動作とを、前記下限値以下の受
光量が前記特定手段により特定されるまで交互に実施させる、
　ことを特徴とする請求項５又は請求項６に記載の光画像計測装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記第３の動作において、前記第１の変更手段に前記相対位置を前記
所定の向きとは逆向きに前記直前の状態に変更させる、
　ことを特徴とする請求項５～請求項７のいずれか一項に記載の光画像計測装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、
　前記特定手段により逐次に特定される受光量を参照しつつ、前記第１の変更手段を制御
して前記相対位置を所定の向きに変更することにより、前記特定される受光量のピークを
検出し、
　前記ピークが検出されたことに対応して前記第１の変更手段を制御し、前記所定の向き
とは逆向きに前記ピークが検出された位置まで前記相対位置を変更し、
　更に、前記第２の変更手段を制御し、前記光量を変更して前記受光量を前記目標値に導
く、
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の光画像計測装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、
　前記特定手段により逐次に特定される受光量を参照しつつ前記第１の変更手段を制御し
て前記相対位置を所定の向きに変更することにより、前記受光手段の限界値に達するまで
受光量を増加させ、
　前記第１の変更手段を制御し、前記特定される受光量が前記限界値未満になるまで前記
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相対位置を前記所定の向きに更に変更し、
　前記第１の変更手段を制御し、受光量が前記限界値に達したときの第１の相対位置と、
前記限界値未満になったときの第２の相対位置との間の第３の相対位置に、前記出射端と
前記受光手段の受光面との相対位置を変更し、
　前記第２の変更手段を制御し、前記光量を変更して前記受光量を前記目標値に導く、
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の光画像計測装置。
【請求項１１】
　前記第３の相対位置は、前記第１の相対位置と前記第２の相対位置との中間位置である
、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の光画像計測装置。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記受光量を前記目標値に導く動作において、前記特定手段により逐
次に特定される受光量を参照しつつ前記第２の変更手段を制御する、
　ことを特徴とする請求項１０又は請求項１１に記載の光画像計測装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、
　前記第１の相対位置と前記第２の相対位置との間隔に基づいて、前記特定される受光量
を前記限界値から前記目標値に変更するための前記光量の変更量を算出し、
　前記受光量を前記目標値に導く動作において、前記第２の変更手段を制御して前記算出
された変更量だけ前記光量を変更する、
　ことを特徴とする請求項１０又は請求項１１に記載の光画像計測装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、光源からの光を信号光と参照光
とに分割し、被測定物体を経由した前記信号光と参照光路を経由した参照光とを重畳させ
て干渉光を生成する干渉計と、前記生成された干渉光を導光する導光手段と、前記導光手
段の出射端から出射した干渉光を分光する分光手段と、前記分光された干渉光を受光して
信号を出力する受光手段と、前記出力された信号に基づいて前記受光手段による干渉光の
受光量を特定する特定手段と、前記出射端と前記受光手段の受光面との相対位置を変更す
る第１の変更手段と、前記受光手段に照射される干渉光の光量を変更するための第２の変
更手段と、前記特定された受光量に基づき前記第１の変更手段及び前記第２の変更手段を
制御して、前記受光手段による前記干渉光の受光量を目標値に導く制御手段と、前記受光
量が目標値に導かれた後に、前記受光手段による干渉光の受光結果に基づいて前記被測定
物体の画像を形成する画像形成手段と、を備えることを特徴とする光画像計測装置である
。
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の光画像計測装置であって、前記制御
手段は、前記特定手段により特定された受光量に基づき前記第１の変更手段を制御し、前
記受光量を増加させるように前記相対位置を変更する、ことを特徴とする。
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の光画像計測装置であっ
て、前記受光手段は、１次元的に配列された複数の受光素子を有するラインセンサであり
、前記第１の変更手段は、前記複数の受光素子の配列方向に交差する方向に前記出射端及
び／又は前記受光手段を移動させることにより前記相対位置を変更する、ことを特徴とす
る。
　また、請求項４に記載の発明は、請求項１に記載の光画像計測装置であって、前記第２
の変更手段は、前記光源からの光、前記信号光、前記参照光及び／又は前記干渉光の断面
の一部を遮蔽する遮蔽部材と、前記遮蔽部材を移動させる駆動手段と、を含み、前記制御
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手段は、前記特定手段により特定された受光量に基づき前記駆動手段を制御し、前記遮蔽
部材を移動させて前記断面における遮蔽領域を変更する、ことを特徴とする。
　また、請求項５に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の光画像計
測装置であって、前記制御手段は、前記特定手段により逐次に特定される受光量を参照し
つつ前記第１の変更手段及び前記第２の変更手段を制御して、少なくとも所定範囲の上限
値まで受光量を増加させるように前記相対位置を変更する第１の動作と、少なくとも前記
所定範囲の下限値まで受光量を減少させるように前記光量を変更する第２の動作とを交互
に実施させ、前記第１の動作における前記相対位置の変更に対応して前記特定される受光
量が減少したときに、前記相対位置を当該変更の直前の状態に変更する第３の動作を前記
第１の変更手段に実施させ、更に、前記光量を変更して前記受光量を前記目標値に導く第
４の動作を前記第２の変更手段に実施させる、ことを特徴とする。
　また、請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の光画像計測装置であって、前記制御
手段は、前記第１の動作において、前記第１の変更手段に前記相対位置を所定の向きに所
定距離だけ変更させる動作と、前記特定手段に受光量を特定させる動作とを、前記上限値
以上の受光量が前記特定手段により特定されるまで交互に実施させる、ことを特徴とする
。
　また、請求項７に記載の発明は、請求項５又は請求項６に記載の光画像計測装置であっ
て、前記制御手段は、前記第２の動作において、前記第２の変更手段に前記光量を所定量
だけ減少させる動作と、前記特定手段に受光量を特定させる動作とを、前記下限値以下の
受光量が前記特定手段により特定されるまで交互に実施させる、ことを特徴とする。
　また、請求項８に記載の発明は、請求項５～請求項７のいずれか一項に記載の光画像計
測装置であって、前記制御手段は、前記第３の動作において、前記第１の変更手段に前記
相対位置を前記所定の向きとは逆向きに前記直前の状態に変更させる、ことを特徴とする
。
　また、請求項９に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の光画像計
測装置であって、前記制御手段は、前記特定手段により逐次に特定される受光量を参照し
つつ、前記第１の変更手段を制御して前記相対位置を所定の向きに変更することにより、
前記特定される受光量のピークを検出し、前記ピークが検出されたことに対応して前記第
１の変更手段を制御し、前記所定の向きとは逆向きに前記ピークが検出された位置まで前
記相対位置を変更し、更に、前記第２の変更手段を制御し、前記光量を変更して前記受光
量を前記目標値に導く、ことを特徴とする。
　また、請求項１０に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の光画像
計測装置であって、前記制御手段は、前記特定手段により逐次に特定される受光量を参照
しつつ前記第１の変更手段を制御して前記相対位置を所定の向きに変更することにより、
前記受光手段の限界値に達するまで受光量を増加させ、前記第１の変更手段を制御し、前
記特定される受光量が前記限界値未満になるまで前記相対位置を前記所定の向きに更に変
更し、前記第１の変更手段を制御し、受光量が前記限界値に達したときの第１の相対位置
と、前記限界値未満になったときの第２の相対位置との間の第３の相対位置に、前記出射
端と前記受光手段の受光面との相対位置を変更し、前記第２の変更手段を制御し、前記光
量を変更して前記受光量を前記目標値に導く、ことを特徴とする。
　また、請求項１１に記載の発明は、請求項１０に記載の光画像計測装置であって、前記
第３の相対位置は、前記第１の相対位置と前記第２の相対位置との中間位置である、こと
を特徴とする。
　また、請求項１２に記載の発明は、請求項１０又は請求項１１に記載の光画像計測装置
であって、前記制御手段は、前記受光量を前記目標値に導く動作において、前記特定手段
により逐次に特定される受光量を参照しつつ前記第２の変更手段を制御する、ことを特徴
とする。
　また、請求項１３に記載の発明は、請求項１０又は請求項１１に記載の光画像計測装置
であって、前記制御手段は、前記第１の相対位置と前記第２の相対位置との間隔に基づい
て、前記特定される受光量を前記限界値から前記目標値に変更するための前記光量の変更
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量を算出し、前記受光量を前記目標値に導く動作において、前記第２の変更手段を制御し
て前記算出された変更量だけ前記光量を変更する、ことを特徴とする。
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